
世界で活躍できるイノベ―ティブな 
グローバル人材の育成: 

KOBE 四大陸高校生サミットat Fukiai への道 

平成30年１０月18日       SGH運営指導委員会    

神戸市立葺合高等学校  茶本  卓子 ・村上 ひろ子 

 



葺合の目指すグローバルリーダー：

ゆるぎないMAKSを持った人材

UNESCO



     葺合高校 SGHの特徴 

各学年国際科生徒 
８０名対象 

課題研究 協働学習 

普通科への
普及  

海外の姉妹校
との意見交換 

国内の他校と
の連携 

学習者中心 
主体的・対話的な学び 

社会貢献活動 

教科間連携 



学校設定科目「グローバルスタディーズ（ＧＳ）」 

世界の問題を、 
• 多くの人から学び、 
• 実際に体験し、 
• それをもとに考えて、 
• 未来に向かって行動することを目指す教科 

「グローバルスタディーズ」３つの柱 
 

①課題研究  ②国際協働学習  ③社会貢献活動 
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１年生 
Global Studies 



 Global Studies  – 1st Graders 

Field 
Work GS1A GS1B 



Basic 
Research 

３観点からの学び 

環境 経済 

人権 ３教科連携授業 

  

コンピュータリテラシー 

現代社会 

国語総合 

総合英語 

Guest 
Lectures 

「グローバル社会と子どもたち」 

「人権の視点から国際問題を考える」 

「社会と共生する企業」 

「英語スピーチ・プレゼンテーションの技法」 

「即興型ディベート」 

「課題研究の基礎 ホップ、ステップ、ジャンプ」 

「課題研究 上達編 スタディーツアーとは」 

“Young People in the Philippines”      他 



JICAの役割理解と業務補助 

アフリカからの研修員の方々との文化交流 

 

 

International 
Exchange 

Field Work 
Abroad 

孤児院訪問・女性のエンパワーメント活動を支

援するNPO訪問・現地家庭訪問 

アテネオ大学で発表 

 

 



２年生 
Global Studies  



 Global Studies  – 2nd Graders 

GS2B 論文
作成 

課題分析・
調査・研究 

ポスター等 
発表 

SDGsを学び 
テーマを絞る  



Guest 
Lectures 

「国際保健最前線」 

「外務省の業務内容、世界情勢」 

「EUの役割」 

課題研究への評価・助言 

 

 

 

問題発見、先行研究の調査、現状分析、 

原因探究、議論、考察、 

論文作成、ポスター等による口頭発表 

（インタビュー・アンケート） 

Research 
+ Thesis 



海外の姉妹校訪問・プレサミット 
  課題研究発表 意見交換 
  アンケート・聞き取り調査 
海外の姉妹校による葺合高校訪問 
  問題とその改善策の発表  
  グループでの議論、全体会での発表 

Sammamish 
High (USA) 

TFS High 
(TAIWAN) 

WHO H.S. 
Summit 

Taiwanese 
Students 

(at FUKIAI) 

Westbourne 
High 

(AUSTRALIA) 

WHO G7 
Event 

Fenix High 
(SWEDEN) 

Fenix High 
(at FUKIAI) 

「ひょうご・こうべ保健・医療ハイスクールサミット   

 発表会」 

「ひょうご・こうべ保健・医療ハイスクールサミット  

 宣言書贈呈式」 



「防災世界こども会議」、 「関西学院大学明石塾」 

「神戸市高校生シアトル派遣プログラム」 

「大阪大学 Future Global leaders Camp」 

「関西学院大学 リサーチフェア」 

「文部科学省主催 SGH全国高校生フォーラム」 

「ひょうご・こうべワールド・ミーツ for youth × 国

際問題を考える日」  

「防災シンポジウム」、「SGH甲子園」     他 

SGH-SSH 
Event Research 

Fair etc. 

・課題研究交流発表会の企画、運営 



３年生 
Global Studies  



 Global Studies  – 3rd Graders 

GS3C 



四大陸高校生サミットの準備、運営 

  インターネットの掲示板を使った質疑応答 

  事前の打ち合わせ 

四大陸高校生サミットの記録冊子作成 

  （英語・日本語） 

Summit 
Preparation 

International 
Workshop 

・京都大学東单アジア地域研究所主催 

 「日本と東单アジアに共通の課題を考える 

 高大連携国際ワークショップ」発表 

・大阪大学国際公共政策コンファレンス発表  他 

                          



KOBE 四大陸高校生サミット  
at  Fukiai 



2018 
4CS 

Ateneo de Manila 
High School, 
PHILIPPINES 

(July 12-13, 2018) 



四大陸サミット  目的 

社会問題・国際問題に対してリサーチしてその
背景や概要を把握し、問題解決のための手段
を考える。 

・社会と自分との接点 

・高校生の今だから語れることを自分の言葉で述べる 



準備 今年度までの動き 

学年 内  容 

１年 

第一回「四大陸サミット」参加 

          ⇒オーディエンスとして 

  ※課題研究に入る前の調べ学習（GS１Aの授業にて） 
  ※講演会などに参加  

２年 

第二回「四大陸サミット」参加 

          ⇒オープニングセレモニー担当 オーディエンスとして 

  ※各自の課題研究（GS2Bの授業内にて） 
  ※オーストラリアからの短期研修生徒とのプレサミット（９月） 
  ※台湾修学旅行にて、台中一中生徒とのプレサミット（１２月） 
  ※SGH,SSH合同発表会（１２月） 
  ※中間発表（２月） 



準備  今年度 

• 4月  共通テーマ・チーム設定 

• 5月  リサーチとプレゼンの作成・改良 

• 6月  プレゼンの改良 「四大陸サミット」運営の役割別打ち合わせ 

 



四大陸サミット 一日目 午前：開会式 基調講演 
（神戸芸術センター） 



午後：プレゼンテーションと ディスカッション（葺合高校） 



四大陸サミット 二日目 （葺合高校） 

午後：①ポスタープレゼン 午後：②全体会 





四大陸サミットを終えて 

生徒の振り返り 
 ・自分の成長を感じる生徒多し。 

   （英語のスキル向上や自身の生き方考え方の変化に気づく） 
 ・仲間の成長を感じ誇らしく思う生徒多し。 

保護者・参加者の感想 
 ・「この学校でよかった」   ・「参考にしたい」 
 ・「三年間の軌跡を見て、毎年の進歩を感じる」  など 



 
カリキュラムに位置づけられた 

体験的学習 
 

葺合高校のSGHの成果 
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生徒たちの活躍 
課題研究  
   全生徒   英語論文作成 
            ポスター等による口頭発表 
                ↓ 
   多数の生徒  校内外の発表会に参加 
   
   公益性の高い国内外の大会において入賞者が増加 
      SGH甲子園 英語プレゼンテーション優秀賞 
     大阪大学国際公共政策コンファアレンス 優秀賞 
        
   課題研究が大学の進路選択に影響を与えた生徒 ９２％ 
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生徒たちの活躍 

将来の留学希望、仕事で国際的に活躍したいと考える生徒   
   ７７％ → ８６％ → ８３％ → ９０％ 
 
トビタテ！留学 JAPAN       ８名 （平成30年度） 
        アカデミック・ロング  フランス  
   国際ボランティア    コスタリカ・アルゼンチン 
   芸術 スポーツ     イギリス・アメリカ 
 
                                      （平成27年度から 合計18名） 
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生徒たちの活躍 

平成２９年度 
 
第11回 全国高等学校英語スピーチコンテスト         優  勝  
第66回 チャーチル杯争奪全日本高等学校英語弁論大会  
       西日本予選                         準優勝 
第38回 神戸市長杯英語と日本語によるスピーチコンテスト 金  賞 
第25回   日米協会主催高校生英語暗誦大会               準優勝 
第2回  高校生パーラメンタリーディべート世界交流大会  準優勝 
第11回 兵庫県高等学校ディベートコンテスト                          優  勝  
                                                     （大会６連覇達成!） 
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本校の成長 
 

 カリキュラムの開発 
      グローバルスタディーズ （GS） ７科目の設定 

         内容、指導法の開発  
     
 ネットワークの構築  （協働学習の推進） 
      国際機関・地方自治体・企業・NPOとの連携 
          
      国内の大学・高校との連携 
          
      海外の大学・高校との連携 ⇒ 四大陸高校生サミット 
               
 




